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梅
は
、
栽
培
・
加
工
・
流
通
な
ど
、
そ
れ

に
関
わ
る
関
係
者
も
多
く
、
産
業
全
体
の
売

上
高
は
田
辺
市
を
大
き
く
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
梅
の
加
工
か
ら
販
売
ま
で
一
括
で
行

う
梅
加
工
業
者
は
、
数
百
社
を
数
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　

田
辺
市
の
年
間
平
均
気
温
は
、
16
～
17
度

と
温
暖
で
、
降
水
量
も
多
く
、
ま
た
幅
広
い

土
壌
に
適
合
す
る
梅
の
特
性
か
ら
、
全
国
有

数
の
産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
梅
干
し
な

ど
、
様
々
な
用
途
に
適
し
た
「
紀
州
南
高
梅
」

を
は
じ
め
、
果
実
が
美
し
く
、
青
い
ダ
イ
ヤ

と
呼
ば
れ
る
「
古ご

じ
ろ城
」、
ま
た
、
新
品
種
の

育
成
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
中
、
紫
色
の

果
皮
が
特
徴
の
新
品
種
「
パ
ー
プ
ル
ク
イ
ー

ン
」
が
誕
生
す
る
な
ど
、
高
品
質
な
梅
の
栽

培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

紀
州
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
を
更
に
高
め
る

た
め
、生
産
者
を
は
じ
め
、J
A
・
梅
加
工
業
者
・

行
政
が
協
力
し
合
い
、
産
地
振
興
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
近
年
で
は
、
梅
干
し
だ
け
で
な
く
、

梅
酒
の
製
造
販
売
が
年
々
活
発
化
し
て
お
り
、

国
内
外
に
販
路
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
田
辺
市
か
ら
梅
酒
や
梅
干
し
の
消

費
を
喚
起
さ
せ
よ
う
と
、「
田
辺
市
紀
州
梅
酒

に
よ
る
乾
杯
及
び
梅
干
し
の
普
及
に
関
す
る

条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
高
級
ブ
ラ
ン
ド

「
紀き

し

ゅ

う

な

ん

こ

う

う

め

州
南
高
梅
」
を
守
り
、

そ
の
価
値
を
高
め
て
い
く

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
梅
生
産
量

梅
干
し
と
梅
酒
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

　梅産地では、生産者の高齢化や価格が安定しないな
どの課題がありますが、梅生産を中心とした農業シス
テムが世界農業遺産に認定されるなど、長い歴史の中
で梅を生産してきたことそのものが、世界に評価いた
だいています。梅農家としては、消費者の皆さんに安
心して食べていただける高品質な梅を精魂込めて生
産するとともに、行政と力を合わせて、梅の持つ機能
性や産地ＰＲを積極的に進めていきたいと思います。
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　梅は、重要な地場産業です。組合も産業全体の一
員として、梅を発展させていく使命を担っていると
考えており、流通・PR・コンプライアンスはもちろん、
食品の安全性にも重点を置いて活動しています。ま
た、世界農業遺産として認められたことをどれだけ
有効に使えるかが重要です。付加価値を高めていき、
一大産地として末永く発展していければいいですね。

紀州田辺梅干協同組合
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The Japanese plum, or “ume,” industry contributes greatly to Tanabe’s economy and employs many of Tanabe’s citizen in cultivation, processing, 
sales, and other work. City ordinances have been enacted seeking to increase consumption of ume wine and dried ume, and promotion activities are 
conducted throughout the region. In addition, markets have expanded both domestically and overseas.


